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一 般 質 問 通 告 表 
 

平成２６年第３回姶良市議会定例会（９月１１日（木）午前９時開会） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．竹下日出志 １．認知症高齢者が

暮らしやすい環境づ

くりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．危険ドラッグ（脱

法ハーブ）根絶に向

けた対策について 

認知症は、８５歳以上の４人に１人

がなるといわれている。高齢になれば、

誰でもなる可能性のある病気であり、

地域みんなで見守り、助け合うことが

大切である。認知症になっても、安心

して暮らせるまちをつくることが求め

られている。 

（１）認知症は、早期発見し対応すれ

ば、進行を遅らせ、在宅での生活も可

能であると言われている。 

東京都国分寺市では、認知症の早期

発見につなげるため、市のホームペー

ジで家族や介護者、本人が簡単に検査

できる「認知症チェッカー」を導入し

た。 

 本市でも、認知症を早期発見するた

めの対策として、「認知症チェッカー」

を導入する考えはないか。 

（２）認知症サポーターキャラバンは、

認知症の人と家族への応援者である認

知症サポーターを全国で養成し、認知

症になっても安心して暮らせるまちを

目指している。本市でも、認知症サポ

ーター養成を推進する考えはないか。 

（３）認知症の人やその家族を地域で

見守る役割を理解して、地域で支える

仕組み作りが不可欠である。市内の小

中学校・高校でも認知症について正し

い知識を身につける学習や、活動に参

加する機会をつくる考えはないか。 

 

 

危険ドラッグ（脱法ハーブ）など薬

物の吸引が原因とみられる交通事故が

後を絶たない。悲惨な事故をなくして

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「もったいない」

を「ありがとう」

に・・ 

フードバンク活動の

推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いくために、あらゆる手立てを尽くさ

なければならない。 

（１）危険ドラッグは若者を中心に乱

用が広がっている。学校教育での意識

啓発が重要である。教員向けの研修な

どを充実させ、子どもたちに正しい意

識を浸透させる考えはないか。 

（２）薬物は依存性が強く、再犯も多

いのが特徴である。使用者の家族が相

談しやすい体制を拡充するなど、薬物

依存から抜け出す仕組みも強化しなけ

ればならない。薬物依存に対する治療

や本人・家族への相談などの体制を考

えないか。 

 

 

 食べられるのにも関わらずさまざま

な理由で捨てられてしまう食品を、食

品関連企業（食品メーカーや小売店な

ど）・農家・個人の方から無償提供して

もらい、日々の食事に困っている施

設・団体（児童養護施設、母子生活者

支援施設、障がい者施設など）に無償

分配するフードバンク活動がある。 

 近年では、“食べ物のムダを減らす活

動”として、農林水産省や消費者庁が

推し進めるだけでなく、メディアなど

でも取り上げられ多くの方々から期待

されている。鹿児島では平成２３年か

ら活動がスタートした。 

（１）フードバンクの活動を、本市内

の各福祉施設・団体に情報提供はでき

ないか。 

（２）災害等の緊急事態に備えて、「非

常用食品パック」を食料の備蓄として

推進できないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．東馬場 弘 １．道路整備と駐車

場整備について 

（１）岩原・須崎地区から国道１０号

へのアクセスとして、岩原交差点から

市長 

 



- 3 - 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．姶良市借上げ型

市営住宅について 

 

 

 

南への市道新設計画について問う。 

（２）岩原本通り線の南九州病院前の

交通量が依然として多く渋滞が解消さ

れていない。当局は交通渋滞緩和策と

して、木田橋拡幅計画を進めているが

進捗状況を問う。 

（３）加治木グラウンドの駐車場は最

大利用者の台数分のスペースがない。

特に加音ホールでの催しとグラウンド

での行事等が重なった場合は、駐車場

の確保が非常に難しい状態である。こ

この駐車場問題については、以前にも

質問したが新たな駐車場の整備はでき

ないかを問う。 

（４）昨年、港町活性化事業で浜通り

線と網掛通線の一部堤防沿いが整備さ

れた。当初の事業計画では網掛通線沿

いに駐車場が数台分確保され、完成後

に供用開始となっていたが、現在まで

開放されていない。開放について問う。 

 

 

（１）山田地区に借上げ型による定住

促進住宅の建設が予定されているが、

地元企業による指名競争入札方式は取

り入れられないか問う。 

（２）この事業の一般的なスケジュー

ルを問う。 

（３）今議会に債務負担行為が提案さ

れているが、山田地区の借上げ型住宅

では一つの事業者だけが潤うこととな

る可能性が大きいが、事業説明に何社

きたのか、また、なぜＰＦＩ事業なの

か。財政負担の軽減を除いた、市民へ

のメリット・デメリットを問う。 

（４）事業者を運営及び維持管理は当

然として、家賃徴収業務等を指定管理

者として業務させることになるのか問

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

３．新福 愛子 １．開かれた行政の

推進のために、ＳＮ

Ｓの導入を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市道の補修につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．平和教育の推進 

市民の視点に立った市政を展開して

いくために、市民に開かれ信頼される

行政運営を行う必要がある。 

 近年、ソーシャルメディアを情報発

信に活用する自治体が増えてきてお

り、佐賀県武雄市ではＳＮＳ（ソーシ

ャル・ネットワーキング・サービス）

の活用を推進し、ブログ・ツイッター・

フェイスブックの採用で、「何気ない情

報も公開することで行政を身近に感じ

てもらうこと」を狙いとし、「共感」発

信で、「つながる」武雄市を目ざしてい

る。 

 市民参加を図るとともに、行政の透

明性を確保するための情報公開と行政

運営に対する説明責任を果たすため

に、武雄市のような先進地を研究し、

ＳＮＳを導入して開かれた行政の推進

に取り組む考えはないかを問う。 

 

 

（１）西別府の嶽集落に通じる市道は、

長年の利用により、路面補修の要望の

声がある。市の対応を問う。 

（２）県道川内・加治木線と市道西中

道線の合流地点は大雨が降ると大きな

水溜りができ、車の水はねもあり、通

行人からも改善を望む声がある。 

 県への要望を届ける必要があると思

われるが、対応を問う。また市道から

右折して県道に出る車の量も多く、た

びたび危険な状況が見受けられるが、

警察等の関係機関との連携は取られて

いるかを問う。 

 

 

（１）平成１６年から加治木地区の錦

江小学校区で始まった「８．１１加治

木空襲の日・平和のつどい」が本年も

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育委員長 

 



- 5 - 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

素晴らしい内容で開催された。 

 史実を振り返る中で、戦争の悲惨さ

と平和の尊さを学び、不戦の誓いを新

たにする場として、年々参加者が増加

している。来年は、終戦７０年を迎え

る年であり、この集いも１０回目を迎

える。 

 空襲の経験者や語り部の年齢を考え

ると、来年は次世代への平和教育とい

う視点からも、大きな節目となる。 

姶良市議会では「非核・平和都市宣

言」に関する議決をした。来年の第１

０回目の開催を市が後押しをし、市民

一人ひとりに平和を希求する機運の醸

成を図る考えはないか。 

（２）終戦６０周年を記念して発刊さ

れた加治木史談会の記念誌や加治木生

活学校による「あなたに伝えたい」は、

つどいの中でも紹介されたり朗読され

る。 

 子どもたちへの平和教育の資料とし

て、副読本として残していく考えはな

いかを問う。 

 

 

 

 

 

４  賢一 １．有害鳥獣対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧３町それぞれの有害鳥獣対策はど

のように実行されているか。 

（１）昨年、捕獲動物に対する報酬が

見直されたが、３町ごとの猟友会の出

動体制やガソリン代の高騰による車両

負担軽減手当は近く検討できないか。 

（２）最近街中でもアナグマ等が出没

する。有害鳥獣の出没範囲と出没種類

や被害額はどうか。 

（３）隊員の年齢構成と行動力の関係

はどうか。市職員を育成して免許を取

らせる動きはないか。 

（４）実績をどのように評価している

か。 

（５）電気柵の設置に対する補助や構

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．行政改革の現状

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．水道管布設替え

について 

 

 

造（高さや角度）による有効性はどう

か。また、太陽光や小水力発電による

地域エネルギーで電気柵維持を検討で

きないか。 

（６）被害の多い地区の住民の自助努

力はどうか。 

（７）先進地事例で成功している例は

ないか。 

（８）中山間地域の人口減と耕作田畑

の放棄によって人家と動物が生息する

山との緩衝帯が無くなっているがこの

ことに対する行政の対応はとられてい

るか。今後の課題と対応策についてど

のように検討しているか。 

 

 

行政改革により、合併に伴う首長の

削減、議員の削減、行政職員の削減が

なされているが、このことにより業務

の支障は生じていないか。 

（１）国からの定めにより職員数の軽

減を進めている状況と思われるが、本

当にこれで業務が円滑に回っているの

か問う。 

（２）各課の人員は現況でいいと考え

ているか。過不足は生じていないか。

あるいは、労働過多が生じていないか。 

（３）その中で省ける仕事は無いか、

また無駄な仕事を増やしていないか。 

（４）臨時職員の各課における実数と

業務内容はどうか。臨時職員の任用基

準及び定数調整による退職勧告はどの

ような基準で行われているか。 

 

 

新生町においては漏水事故が相次い

でいる。現在２路線については取替え

工事が行われている。 

（１）全市的に漏水事故の発生や布設

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．交通規制につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

替えの取組みはどのようになっている

か。 

（２）布設替えについて長期計画を示

せ。 

（３）道路整備工事計画との連携の取

れた計画になっているか。 

（４）布設替えの予算はどの位を予定

しているか。 

（５）現在、簡易水道を含め利用者の

苦情・要望はないか。 

 

 

（１）木田本通と交差する道路交差点

に注意喚起表示について。 

旧加治木町時代最後の新設道路「木

田本通線」ができて、国道１０号以南

の加音ホール含め塩入の交通状況はだ

いぶ良くなった。ところが、これと交

わる市道から本通に入る車との衝突事

故が頻発している。警察と打ち合わせ

ると、幅員が狭く一旦停止標識が設置

できない。 

① 特に塩入線が危ないので一旦停止

ライン模様を交差点に近づくにつ

れだんだん長くなるように路面に

塗装する。または、「止まれ」の文

字表示をすることはできないか。 

② 塩入線を含む４線の交差があるが、

街路樹が視界を妨げていないかを

含めて検討できないか。 

（２）諏訪後通線は朝夕のラッシュ時

は住宅地の中をかなりのスピードで車

が行きかう。先般、高校の入学式の日

に重大事故が起こった。 

① 現在一切の交通規制がない住宅地

の類似路線は市にいくつあるか。 

② 市としてはどのような対策を考え

ているか。 

（３）ゾーン３０という規制区域の検

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

討はどこでどの範囲を想定して行おう

としているか。 

 

５．渡邊 理慧 １．姶良市の非核平

和都市宣言と平和問

題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．放課後児童クラ

ブについて 

 

 

 

 

 

２０１０年９月３０日に姶良市議会

は「非核・平和都市宣言に関する決議」

を行っている。 

（１）議会では４年前に決議をしてい

るが、姶良市も非核平和都市宣言をす

べきではないか。 

（２）合併前の旧町時代は非核平和都

市宣言がされていた。市長は旧町時代

にどのような取り組みをしていたの

か。旧姶良町では、懸垂幕を掲げてい

たようだが、姶良市でも宣言をし、懸

垂幕を掲げたらどうか。 

（３）鹿児島市では、平和美術展や子

どもたちに花の種を配布している。霧

島市でも懸垂幕の掲示や写真展など、

平和の尊さを学ぶ機会を作っている。

姶良市でもこのような取組みを考える

べきではないか。 

（４）安倍政権は「集団的自衛権」行

使容認の閣議決定をした。これは、日

本に対する武力攻撃がなくても他国の

ために武力行使を可能にするものであ

る。自衛官の募集の協力を姶良市も実

施しているが、姶良市の若者を戦場に

送る危険性について市長の見解を問

う。 

 

 

国は、市町村を実施主体とする「子

ども・子育て支援新制度」を推進しよ

うとしている。２０１２年８月１０日

に、「子ども・子育て支援法」が新しく

制定され、児童福祉法も改定された。

これにより、学童保育の国の制度も大

きく変わることになる。 

今回の改定による参酌すべき基準に

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

は「遊び及び生活の場としての機能並

びに静養するための機能を備えた専用

区画の面積は、児童１人につきおおむ

ね１．６５㎡以上でなければならない」

「児童の集団の規模は、おおむね４０

人以下とすること」になっている。ま

た対象児童は、「おおむね１０歳未満の

小学生」から、「６年生までの小学生」

に引き上げられる。 

（１）この基準に照らすと児童クラブ

の施設整備・増設や新設が必要となる

がどのような対応を考えているのか。 

（２）その財政的支援についてどのよ

うに考えているか。 

（３）保育料負担の軽減策と低所得者

世帯の負担軽減策をどのように考えて

いるか。 

 

 


